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ブロードキャストドメイン（ONTAP 9.7以前）

ブロードキャストドメインの概要（ONTAP 9 .7以前）

ブロードキャストドメインは、同じレイヤ2ネットワークに属するネットワークポートを
グループ化するためのものです。グループ化したポートは、データトラフィックまたは
管理トラフィック用のStorage Virtual Machine（SVM）で使用できます。

ブロードキャストドメインはIPspace内にあります。クラスタの初期化では、デフォルトのブロードキャスト
ドメインが2つ作成されます。

• デフォルトのブロードキャストドメインには、デフォルトのIPspace内にあるポートが含まれています。
これらのポートは、主にデータの提供に使用されます。クラスタ管理ポートとノード管理ポートも、この
ブロードキャスト ドメインに含まれています。

• Clusterブロードキャスト ドメインには、Cluster IPspace内にあるポートが含まれています。これらのポ
ートはクラスタ通信に使われ、クラスタの全ノードのすべてのクラスタ ポートが含まれています。

クライアント トラフィックを分離するために独自のIPspaceを作成した場合は、作成した各IPspace内にブロ
ードキャスト ドメインを作成する必要があります。

ブロードキャスト ドメインを作成して、同じレイヤ2ネットワークに属するクラスタのネット
ワーク ポートをグループ化します。これらのポートは、SVMで使用されます。

ブロードキャスト ドメインの使用例

ブロードキャスト ドメインは、同じIPspace内にあり、相互にレイヤ2の到達可能性があるネットワーク ポー
トの集まりです。一般にクラスタ内の複数のノードのポートが含まれます。

次の図は、4ノード クラスタの3つのブロードキャスト ドメインにポートを割り当てている例を示します。

• Clusterブロードキャスト ドメインはクラスタの初期化中に自動的に作成され、クラスタ内の各ノードの
ポートaとbが含まれます。

• Defaultブロードキャスト ドメインもクラスタの初期化中に自動的に作成され、クラスタ内の各ノードの
ポートcとdが含まれます。

• bcast1というブロードキャスト ドメインは手動で作成されたドメインで、クラスタ内の各ノードのポー
トe、f、gが含まれます。このブロードキャスト ドメインは、新しいクライアントが新しいSVMを介して
データにアクセスできるよう、システム管理者が作成したものです。
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各ブロードキャストドメインと同じ名前で、同じネットワークポートを持つフェイルオーバーグループが自動
的に作成されます。このフェイルオーバーグループはシステムによって自動的に管理されます。つまり、ブロ
ードキャストドメインのポートが追加または削除されると、そのフェイルオーバーグループのポートも自動的
に追加または削除されます。

ブロードキャストドメインに使用できるポートの確認（ONTAP

9 .7以前）

新しいIPspaceに追加するブロードキャストドメインを設定する前に、ブロードキャスト
ドメインに使用できるポートを確認する必要があります。

このタスクは、ONTAP 9.8ではなくONTAP 9.0~9.7に関連しています。

作業を開始する前に

このタスクを実行するには、クラスタ管理者である必要があります。

このタスクについて

• ポートには、物理ポート、VLAN、インターフェイスグループ（ifgroup）を指定できます。

• 新しいブロードキャストドメインに追加するポートを既存のブロードキャストドメインに割り当てること
はできません。

• ブロードキャストドメインに追加するポートがすでに別のブロードキャストドメイン（デフォル
トIPspaceのデフォルトブロードキャストドメインなど）にある場合は、そのブロードキャストドメイン
からポートを削除してから新しいブロードキャストドメインに割り当てる必要があります。

• LIFが割り当てられているポートは、ブロードキャストドメインから削除できません。

• クラスタ管理LIFとノード管理LIFはデフォルトIPspace内のデフォルトブロードキャストドメインに割り
当てられているため、これらのLIFに割り当てられているポートをデフォルトブロードキャストドメイン
から削除することはできません。

手順

1. 現在のポートの割り当てを確認します。

network port show
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Node   Port IPspace  Broadcast Domain Link   MTU  Admin/Oper

------ ---- -------  ---------------- ----- ----  ------------

node1

       e0a  Cluster  Cluster          up    9000  auto/1000

       e0b  Cluster  Cluster          up    9000  auto/1000

       e0c  Default  Default          up    1500  auto/1000

       e0d  Default  Default          up    1500  auto/1000

       e0e  Default  Default          up    1500  auto/1000

       e0f  Default  Default          up    1500  auto/1000

       e0g  Default  Default          up    1500  auto/1000

node2

       e0a  Cluster  Cluster          up    9000  auto/1000

       e0b  Cluster  Cluster          up    9000  auto/1000

       e0c  Default  Default          up    1500  auto/1000

       e0d  Default  Default          up    1500  auto/1000

       e0e  Default  Default          up    1500  auto/1000

       e0f  Default  Default          up    1500  auto/1000

       e0g  Default  Default          up    1500  auto/1000

この例では、コマンドの出力から次の情報が得られます。

◦ 各ノードのポート e0c、 e0d、 e0e、、 `e0f`が `e0g`デフォルトブロードキャストドメインに割り当
てられています。

◦ これらのポートは、作成するIPspaceのブロードキャストドメインで使用できる可能性があります。

2. デフォルトブロードキャストドメイン内の、LIFインターフェイスに割り当てられている、したがって新
しいブロードキャストドメインに移動できないポートを確認します。

network interface show

         Logical      Status     Network         Current   Current Is

Vserver  Interface    Admin/Oper Address/Mask    Node      Port    Home

-------  ----------   ---------- ------------   --------- -------  ----

Cluster

         node1_clus1  up/up       10.0.2.40/24   node1     e0a     true

         node1_clus2  up/up       10.0.2.41/24   node1     e0b     true

         node2_clus1  up/up       10.0.2.42/24   node2     e0a     true

         node2_clus2  up/up       10.0.2.43/24   node2     e0b     true

cluster1

         cluster_mgmt up/up       10.0.1.41/24   node1     e0c     true

         node1_mgmt   up/up       10.0.1.42/24   node1     e0c     true

         node2_mgmt   up/up       10.0.1.43/24   node2     e0c     true

次の例では、コマンドの出力から次の情報が得られます。
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◦ ノードポートは各ノードのポートに割り当てられ e0c、クラスタ管理LIFのホームノードはに node1`

なります `e0c。

◦ 各ノードのポート e0d、 e0e、 e0f、およびは `e0g`LIFをホストしていないため、デフォルトのブロ
ードキャストドメインから削除して、新しいIPspaceの新しいブロードキャストドメインに追加できま
す。

ブロードキャストドメインの作成（ONTAP 9 .7以前）

ONTAP 9 .7以前では、ブロードキャストドメインを作成して、同じレイヤ2ネットワー
クに属するクラスタのネットワークポートをグループ化します。作成したポートはSVM

で使用できます。カスタムIPspaceのブロードキャストドメインを作成する必要がありま
す。IPspaceに作成されたSVMは、ブロードキャストドメイン内のポートを使用しま
す。

このタスクは、ONTAP 9.8ではなくONTAP 9.0~9.7に関連しています。

作業を開始する前に

このタスクを実行するには、クラスタ管理者である必要があります。

ONTAP 9 .8以降では、ブロードキャストドメインはクラスタの作成時または追加時に自動的に作成されま
す。ONTAP 9 .8以降を実行している場合は、これらの手順は必要ありません。

ONTAP 9 .7以前では、別のブロードキャストドメインに属しているポートは追加できません。

このタスクについて

LIFのフェイルオーバー先のポートは、LIFのフェイルオーバーグループのメンバーである必要があります。ブ
ロードキャストドメインを作成すると、同じ名前のフェイルオーバーグループがONTAPによって自動的に作
成されます。フェイルオーバーグループには、ブロードキャストドメインに割り当てられているすべてのポー
トが含まれます。

• ブロードキャストドメイン名はすべてIPspace内で一意である必要があります。

• ブロードキャストドメインに追加できるポートは、物理ネットワークポート、VLAN、インターフェイス
グループ（ifgrp）です。

• 使用するポートが別のブロードキャストドメインに属しているが、使用されていない場合は、コマンドを
使用し `network port broadcast-domain remove-ports`て既存のブロードキャストドメインからポートを削
除します。

• ブロードキャストドメインに追加したポートのMTUは、ブロードキャストドメインに設定されているMTU

値に更新されます。

• MTU値は、管理トラフィックを処理するe0Mポートを除き、そのレイヤ2ネットワークに接続されている
すべてのデバイスで同じである必要があります。

• IPspace名を指定しない場合、ブロードキャストドメインは「Default」IPspaceに作成されます。

システムの設定を簡単にするために、同じポートを含む同じ名前のフェイルオーバーグループが自動的に作成
されます。

手順
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1. 現在ブロードキャストドメインに割り当てられていないポートを表示します。

network port show

大量のポートが表示される場合は、コマンドを使用し `network port show -broadcast-domain`て未割り当
てのポートだけを表示します。

2. ブロードキャストドメインを作成します。

network port broadcast-domain create -broadcast-domain broadcast_domain_name

-mtu mtu_value [-ipspace ipspace_name] [-ports ports_list]

◦ `broadcast_domain_name`は、作成するブロードキャストドメインの名前です。

◦ `mtu_value`はIPパケットのMTUサイズです。通常は1500と9000です。

この値は、このブロードキャストドメインに追加するすべてのポートに適用されます。

◦ `ipspace_name`は、このブロードキャストドメインを追加するIPspaceの名前です。

このパラメータの値を指定しないかぎり、「Default」IPspaceが使用されます。

◦ `ports_list`は、ブロードキャストドメインに追加するポートのリストです。

ポートは、などの形式で追加され node_name:port_number `node1:e0c`ます。

3. 必要に応じてブロードキャストドメインが作成されたことを確認します。

network port show -instance -broadcast-domain new_domain

例

次のコマンドは、「Default」IPspaceにブロードキャスト ドメインbcast1を作成し、MTUを1500に設定して
ポートを4つ追加します。

network port broadcast-domain create -broadcast-domain bcast1 -mtu 1500 -ports

cluster1-01:e0e,cluster1-01:e0f,cluster1-02:e0e,cluster1-02:e0f

終了後

この時点で、サブネットを作成してブロードキャストドメインで使用可能になるIPアドレスのプールを定義す
るか、SVMとインターフェイスをIPspaceに割り当てることができます。詳細については、を参照してくださ
い "クラスタとSVMのピアリング"。

既存のブロードキャストドメインの名前を変更する必要がある場合は、コマンドを使用し `network port

broadcast-domain rename`ます。

ブロードキャストドメインのポートを追加または削除する
（ONTAP 9.7以前）

ブロードキャストドメインの作成時にネットワークポートを追加したり、既存のブロー
ドキャストドメインに対してポートを追加したり削除したりできます。これにより、ク
ラスタ内のすべてのポートを効率的に使用できます。
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新しいブロードキャストドメインに追加するポートがすでに別のブロードキャストドメインにある場合は、新
しいブロードキャストドメインに割り当てる前にそのブロードキャストドメインからポートを削除する必要が
あります。

このタスクは、ONTAP 9.8ではなくONTAP 9.0~9.7に関連しています。

作業を開始する前に

• このタスクを実行するには、クラスタ管理者である必要があります。

• ブロードキャストドメインに追加するポートは、別のブロードキャストドメインに属していないポートに
する必要があります。

• すでにインターフェイスグループに属しているポートを個別にブロードキャストドメインに追加すること
はできません。

このタスクについて

ネットワークポートの追加と削除には、次のルールが適用されます。

ポートの追加 ポートの削除

ネットワークポート、VLAN、インターフェイスグル
ープ（ifgrp）のいずれかです。

N/A

ポートは、ブロードキャストドメインのシステム定義
のフェイルオーバーグループに追加されます。

ポートはブロードキャストドメインのすべてのフェイ
ルオーバーグループから削除されます。

ポートのMTUは、ブロードキャストドメインに設定
されているMTU値に更新されます。

ポートのMTUは変更されません。

ポートのIPspaceがブロードキャストドメイン
のIPspaceの値に更新されます。

ポートはブロードキャストドメイン属性のな
い「Default」IPspaceに移動されます。

インターフェイスグループの最後のメンバーポートをコマンドを使用して削除する `network

port ifgrp remove-port`と、そのインターフェイスグループポートがブロードキャストドメイン
から削除されます。これは、ブロードキャストドメインに空のインターフェイスグループポー
トが存在できないためです。

手順

1. コマンドを使用して、ブロードキャストドメインに現在割り当てられているポートまたは割り当てられて

いないポートを表示します network port show。

2. ブロードキャストドメインにネットワークポートを追加または削除します。

状況 使用方法

ブロードキャストドメインにポートを追
加する

network port broadcast-domain add-ports

ブロードキャストドメインからポートを
削除する

network port broadcast-domain remove-ports

3. ポートがブロードキャストドメインに対して追加または削除されたことを確認します。

6



network port show

ポートの追加と削除の例

次のコマンドは、Default IPspaceのブロードキャスト ドメインbcast1に、ノードcluster-1-01のポートe0g

と、ノードcluster-1-02のe0gを追加します。

cluster-1::> network port broadcast-domain add-ports -broadcast-domain bcast1

-ports cluster-1-01:e0g,cluster1-02:e0g

次のコマンドは、Cluster IPspaceのブロードキャスト ドメインClusterに、クラスタ ポートを2つ追加しま
す。

cluster-1::> network port broadcast-domain add-ports -broadcast-domain Cluster

-ports cluster-2-03:e0f,cluster2-04:e0f -ipspace Cluster

次のコマンドは、Default IPspaceのブロードキャスト ドメインbcast1から、ノードcluster1-01のポートe0eを
削除します。

cluster-1::> network port broadcast-domain remove-ports -broadcast-domain bcast1

-ports cluster-1-01:e0e

関連情報

• "ONTAPコマンド リファレンス"

ブロードキャストドメインのスプリット（ONTAP 9 .7以前）

既存のブロードキャストドメインを2つにスプリットして、それぞれのブロードキャスト
ドメインに元のブロードキャストドメインに割り当てられていたポートの一部を含める
ことができます。

このタスクについて

• ポートがフェイルオーバーグループに含まれている場合は、フェイルオーバーグループ内のすべてのポー
トをスプリットする必要があります。

• ポートにLIFが関連付けられている場合、LIFをサブネットの範囲に含めることはできません。

ステップ

ブロードキャストドメインを2つのブロードキャストドメインにスプリットします。

network port broadcast-domain split -ipspace <ipspace_name> -broadcast

-domain <broadcast_domain_name> -new-broadcast-domain

<broadcast_domain_name> -ports <node:port,node:port>

• `ipspace_name`は、ブロードキャストドメインのあるIPspaceの名前です。

• `-broadcast-domain`は、スプリットするブロードキャストドメインの名前です。

• `-new-broadcast-domain`は、作成する新しいブロードキャストドメインの名前です。
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• `-ports`は、新しいブロードキャストドメインに追加するノードの名前とポートです。

ブロードキャストドメインのマージ（ONTAP 9.7以前）

mergeコマンドを使用して、1つのブロードキャストドメインのすべてのポートを既存の
ブロードキャストドメインに移動できます。

この方法を使用すると、ブロードキャストドメインのすべてのポートを削除してから既存のブロードキャスト
ドメインに追加するだけで済みます。

ステップ

1つのブロードキャストドメインのポートを既存のブロードキャストドメインにマージします。

network port broadcast-domain merge -ipspace <ipspace_name> -broadcast

-domain <broadcast_domain_name> -into-broadcast-domain

<broadcast_domain_name>

• `ipspace_name`は、ブロードキャストドメインのあるIPspaceの名前です。

• `-broadcast-domain`は、マージするブロードキャストドメインの名前です。

• `-into-broadcast-domain`は、追加のポートを受け取るブロードキャストドメインの名前です。

例

次の例では、bd-data1というブロードキャストドメインをbd-data2というブロードキャストドメインにマージ
しています。

network port -ipspace Default broadcast-domain bd-data1 into-broadcast-domain bd-

data2

ブロードキャストドメイン（ONTAP 9.7以前）のポートのMTU

値を変更する

あるブロードキャストドメインのMTU値を変更して、そのブロードキャストドメイン内
のすべてのポートのMTU値を変更できます。これは、ネットワークで行われたトポロジ
の変更をサポートするために実行できます。

作業を開始する前に

MTU値は、管理トラフィックを処理するe0Mポートを除き、そのレイヤ2ネットワークに接続されているすべ
てのデバイスで同じである必要があります。

このタスクについて

MTU値を変更すると、影響を受けるポートを経由するトラフィックが一時的に中断されます。プロンプトが
表示され、MTUを変更するには「y」と入力する必要があります。

ステップ

ブロードキャストドメインのすべてのポートのMTU値を変更します。
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network port broadcast-domain modify -broadcast-domain

<broadcast_domain_name> -mtu <mtu_value> [-ipspace <ipspace_name>]

• `broadcast_domain`は、ブロードキャストドメインの名前です。

• `mtu`はIPパケットのMTUサイズです。通常は1500と9000です。

• `ipspace`は、このブロードキャストドメインが配置されているIPspaceの名前です。このオプションの値
を指定しないかぎり、「Default」IPspaceが使用されます。次のコマンドは、ブロードキャストドメイ
ンbcast1のすべてのポートのMTUを9000に変更します。

network port broadcast-domain modify -broadcast-domain <Default-1> -mtu <

9000 >

Warning: Changing broadcast domain settings will cause a momentary data-

serving interruption.

Do you want to continue? {y|n}: <y>

ブロードキャストドメインを表示する（ONTAP 9.7以前）

クラスタ内の各IPspace内のブロードキャストドメインのリストを表示できます。この出
力には、各ブロードキャストドメインのポートとMTU値のリストも表示されます。

ステップ

クラスタのブロードキャストドメインと関連付けられているポートを表示します。

network port broadcast-domain show

次のコマンドは、クラスタ内のすべてのブロードキャストドメインと関連付けられているポートを表示しま
す。
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network port broadcast-domain show

IPspace Broadcast                                Update

Name    Domain Name  MTU   Port List             Status Details

------- ----------- -----  --------------------- --------------

Cluster Cluster      9000

                           cluster-1-01:e0a       complete

                           cluster-1-01:e0b       complete

                           cluster-1-02:e0a       complete

                           cluster-1-02:e0b       complete

Default Default      1500

                           cluster-1-01:e0c       complete

                           cluster-1-01:e0d       complete

                           cluster-1-02:e0c       complete

                           cluster-1-02:e0d       complete

        bcast1       1500

                           cluster-1-01:e0e       complete

                           cluster-1-01:e0f       complete

                           cluster-1-01:e0g       complete

                           cluster-1-02:e0e       complete

                           cluster-1-02:e0f       complete

                           cluster-1-02:e0g       complete

次のコマンドは、bcast1ブロードキャストドメイン内のポートのうち、更新ステータスがerrorになっている（
ポートを適切に更新できなかった）ポートを表示します。

network port broadcast-domain show -broadcast-domain bcast1 -port-update

-status error

IPspace Broadcast                                Update

Name    Domain Name  MTU   Port List             Status Details

------- ----------- -----  --------------------- --------------

Default bcast1       1500

                           cluster-1-02:e0g       error

詳細については、を参照して "ONTAPコマンド リファレンス"ください。
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